
1
下のグラフで、米の収かく量がいちばん多い都道府県について、正しいものをア〜ウ

から１つえらんで、記号で答えましょう。
き ご う

都道府県べつの米の収かく量
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（米の収かく量・れい）

新潟県

秋田県

山形県

答え

2 つぎの文の（①）〜（②）にあてはまることばを、下のらんに書きましょう。

よりおいしく、病気に強い米をつくることを（①）という。米づくりでは、田おこしから

田植えを経て、（②）（実った稲を刈り取ること）まで多くの作業がある。

1 2

3 米づくりの工夫について、正しいものをア〜ウから１つえらんで、

記号で答えましょう。
き ご う

すべての作業を一人で行い、きかいは使わない。

田おこしや田植え、しゅうかくにきかいを取り入れ、共同で作業する。

できた米はすぐに売り、保管する場所は使わない。

答え

5年社会　未来を支える食料生産　① © School Stock

社会　5年　｜　未来を支える食料生産　①

米づくりのさかんな地域
名前

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ



1
下のグラフで、米の収かく量がいちばん多い都道府県について、正しいものをア〜ウ

から１つえらんで、記号で答えましょう。
き ご う

都道府県べつの米の収かく量
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（米の収かく量・れい）
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秋田県

山形県

答え ア

2 つぎの文の（①）〜（②）にあてはまることばを、下のらんに書きましょう。

よりおいしく、病気に強い米をつくることを（①）という。米づくりでは、田おこしから

田植えを経て、（②）（実った稲を刈り取ること）まで多くの作業がある。

1 品種改良 2 しゅうかく

3 米づくりの工夫について、正しいものをア〜ウから１つえらんで、

記号で答えましょう。
き ご う

すべての作業を一人で行い、きかいは使わない。

田おこしや田植え、しゅうかくにきかいを取り入れ、共同で作業する。

できた米はすぐに売り、保管する場所は使わない。

答え イ

5年社会　未来を支える食料生産　① © School Stock

社会　5年　｜　未来を支える食料生産　①

米づくりのさかんな地域 こたえ
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